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研究成果の概要（和文）：本研究では職種ごとの食生活に着目し、職業の特殊性に由来する労働因子と食生活に
ついての関係を明らかにし、その過程において健康教育に有用な質問票の開発することを目指した。オリジナル
の質問票によるアンケート調査を実施し、様々な労働因子と食行動について検討した。解析結果からは通勤時間
と朝食摂取、接客業務と食べる速度についての関連がある可能性が示唆された。質問票作成、解析、改定を通し
て働く人の食生活状況を簡潔かつ正確に把握するための質問についても検討を重ねたため、本研究の知見が今後
の職域における健康教育の一助となることが期待される。

研究成果の概要（英文）：The present study focused on dietary style according to occupations. The aim
 of this study was to clarify the association between work-related factors and dietary style and 
develop helpful questionnaires for health education in occupational field. The results suggested 
association between commuting time and breakfast.　Association between serving customers and eating 
speed was also suggested.The questionnaire was designed to more precisely evaluate workers'dietary 
style.The findings may be helpful for health education among workers. 

研究分野： 予防医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
労働因子と食生活との関連を踏まえることで、医療・産業保健現場において、仕事の性質や働き方の影響を十分
に考慮した上で働く人の食生活改善に向けた細やかなアプローチが可能となると考えられる。本研究成果が個々
人の仕事のスタイルに即した食生活改善に向けて実践的な働きかけを行う際の一助となり、勤労世代の健康保
持・増進に貢献することが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 勤労世代の健康格差は次世代への影響も懸念される社会問題である。食生活は疾病の治療
および予防において重要な要因となることから、本研究では健康指標として食生活に着目した。
社会経済的因子（教育、収入、職業）と食事摂取との関連性について研究が進められている (①)。
教育歴が職業に、職業が収入に影響し得るとすると、職業ごとの食生活を把握することで社会経
済的背景を踏まえた健康格差の構図が明らかになると考えた。 
 
(2) 職業ごとに食生活が異なる背景には職業ごとの特殊性に由来する労働因子の存在があると
推察される。例えば教育歴や収入が高い場合でも労働時間や作業形態等の労働因子の影響で健
康的な食生活が保たれない可能性も考えられる。日本の社会構造や価値観、「働き方改革」の影
響もふまえ、労働因子と食生活の関連を検討することで、職域の健康教育の一助となると考えた。 
 
２．研究の目的 
(1) 職業ごとの労働因子と食生活の関連性を明らかにすること、 (2)(1)の過程および結果を踏
まえ、職域の健康教育に有用な質問票を開発することを目指した。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究教育機関の職員 39 名に対して「仕事と食生活に関するアンケート ver1」（以下アンケ
ート ver1）を用いた調査を行った。その後、質問票の再検討、質問内容の絞り込み、自由回答式
の質問内容の追加や回答スペースの拡大などの改定を行い、混合研究デザインを明確化した上
で新たに職員 11名に対して「仕事と食生活に関するアンケート ver2」（以下アンケート ver2）
を用いた調査を行った。 
 
(2) アンケート ver1 およびアンケート ver2 結果を用い、労働因子と食生活の関連について、
主に Fisher の正確性検定、ロジスティックス回帰分析、コーディングによる質的分析を行った。
また、職域の健康教育に有用な質問票作成に向けた質問票自体の評価検討を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 職業ごとの労働因子と食生活の関連性 
① 量的評価 
 アンケート ver1 の回答者 39名のうち 35名（同意欄にチェックあり）を解析対象者とした。
労働因子（仕事の内容・性質（からだをよく動かす、接客する、立っている）、通勤時間、通勤
手段）と食生活（朝食摂取頻度、夕食後の間食頻度、就寝前 2時間以内の夕食摂取頻度、食べる
速度）との関係を検討した。Fisher の正確性検定により有意な差を認めたものは通勤時間と朝
食摂取頻度、接客することと食べる速度であった（他の労働因子との関係も併せた傾向を図 1、
2に示す）。通勤時間が 30分未満の群で毎日朝食を食べる人の割合が高く、30分以上の分で毎日
朝食を食べる人の割合が低かった。接客することがある群（時々あるを含む）で食べる速度が速
い人の割合が高く、接客することがない群（ほとんどないを含む）で食べる速度が速い人の割合
が低かった。年齢、性別を補正したロジスティックス回帰分析でも同様の傾向を示した。 

 
② 質的評価 
 アンケート ver2 の回答者 11 名（同意欄にチェックあり）を解析対象者とした。「ご自身の仕
事が食生活へ影響を与えていると思いますか。」という問いに対して、「はい」という回答が 7名、
「いいえ」という回答が 3名であった。その具体的内容について、自由記載欄には 7名から回答
があった。時間に関する記載（「残業と夕食時間、頭脳労働と間食」、「時短勤務と夕食時間、昼
の手作り」、「仕事の気分転換に外で食べる」、「仕事後の食事準備で遅くなる、知識はあっても実
践が難しい」、「忙しさと欠食や遅い食事」、「昼休みの仕事で欠食、早食い、不規則な食事」）の
他、「仕事の気分転換に外で食べる」、「仕事に支障がでないように食生活により体調管理をする」
という主旨の回答が認められた。出現頻度が多い単語として「時間」が 8回、「仕事」が 7回で
あった。 
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図 1. 労働因子と朝食摂取頻度 
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図 2. 労働因子と食べる速度 



(2) 職域の健康教育に有用な質問票作成に向けて 
① 社会経済的因子の問い方 
 食生活を調査する場合、社会経済的要因（教育歴、職業、収入）の影響も検討する必要がある
と考えられたが、本研究の質問票では職業や教育歴、収入、婚姻状況そのものを回答する質問項
目は設けなかった。教育歴ではなく「食に関する知識や興味・関心の程度」を、収入ではなく「食
事を選択する際に値段をどの程度重要視するか」を、職業ではなく「仕事の時間や作業の内容や
性質」を、婚姻状況ではなく「手作り料理を食べる頻度、料理をする頻度」を質問項目とした。 
 アンケート ver1 では選択式質問により「味」、「量」、「価格」、「健康的か」、「直ぐに食べられ
るか」について評価した。それぞれ５つの選択肢（重視しない、あまり重視しない、どちらとも
言えない、やや重視する、重視する）の分布がおよそ正規分布であったもの（ヒストグラムにて
確認）は「直ぐに食べられるか」のみであった。「価格」や「健康的か」の回答結果のばらつき
は少なかった。「選択式回答にあるもの以外に食べるものを選ぶときに重視すること」として、
自由記載欄には 11 名の回答があり、「バランス」（最も出現頻度が高かった回答として 5名の記
載あり）の他、「好み」、「お酒に合うか」、「鮮度」、「安全性」、「生産地」、「外見」、「持ち運び」、
「日持ち」、「体質に合うか」という主旨の回答があった。「健康のために食生活で工夫している
こと」には 30 名の自由記載があり、食事内容のみに関する記述が 23名、食事内容と食行動に関
する記述が 4名、食行動のみに関する記述が 3名であり、「野菜」の出現頻度（18 回）が最も多
かった。「手作り料理（外食・市販の食事以外）を食べる機会」や「自分で料理をするかどうか」
についての質問に「ほぼ毎日ある」と回答した人数は、それぞれ 27名、22名であった。 
 アンケート ver2 では「価格」、「健康的か」に関しては、アンケート ver1 と同様にそれぞれ５
つの選択肢から選び、それ以外に食べるものを選ぶときに重視することがあれば、自由記載欄に
記入する形式とした。自由記載欄には 8名の回答記載があり、「バランス」（2名）、「好み」（3名）
の他、「気分転換になるか」、「感染対策の状況」、「鮮度」、「安全性」、「生産地」、「外見」という
主旨の回答があった。「健康のために食生活で工夫していること」には 9名の自由記載があり（「な
し」という記載ありの 2名を含む）、食事内容のみに関する記述が 4名、食行動のみに関する記
述が 3名であった。尚、アンケート ver1 では同質問回答の例として「野菜をたくさん食べるよ
うにしている。」「お酒を飲みすぎないようにしている。」を示しており、このことが回答に影響
を与えた可能性を考え、アンケート ver.2 では例の提示は行わなかった。アンケート ver.2 で
は、回答記述者 9 名のうち「野菜」に関する記述は認められなかった。「手作り料理（外食・市
販の食事以外）を食べる機会」については、11名全員が「ほぼ毎日ある」と回答していた。 
 
② 食行動の問い方 
 アンケート ver1 では「朝食摂取頻度」を 5つの選択肢から回答する形式であったが、アンケ
ート ver2 では「1日の食事回数」と「食事時間帯」を記述する形式とした。アンケート ver1 で
は「夕食後の間食頻度」および「就寝前 2時間以内の夕食摂取頻度」を 5つの選択肢から回答す
る形式であったが、アンケート ver2 では「就寝のどれくらい前に食事をとるか」を記述する形
式とした。アンケート ver1 では「食べる速度」を３つの選択肢から回答する形式であったが、
アンケート ver2 では同様の質問項目に加え、「1口あたりのかむ回数」、「1回あたりの食事時間」
を記述する形式とし、それぞれの関連性を検討した。食べる速度が「速い」群と「ふつう・遅い」
群とで比較したところ、「速い」群の方が「1 回あたりの食事時間」が短い傾向が認められた。
「速い」群と「ふつう・遅い」群の中央値はそれぞれ 15 分、30 分であった。「食事回数」と「食
事時間帯」の回答から、1回目 6時半～8時、2回目 12 時～14時、3回目 18時～21 時という全
体としての各食事時間帯の推察が可能であった。頻度を選択する形の問いの代わりに回数、時間
帯、所用時間を問うことで、複数の情報をより正確に把握できる可能性が示唆された。 
 
③ 質問のわかりやすさ 
 アンケート ver1 の内容の中でわかりにくかった質問として、仕事で「判断を要する」程度に
関する質問、「食事を選ぶ時に重視すること」を問う質問が挙げられた。アンケート ver2 の内容
の中でわかりにくかった質問として、「食事時間帯」、「1 口あたりのかむ回数」、「手作り料理を
食べる機会」、「食事を選ぶ時に重視すること」を問う質問が挙げられた。 
 
(5) まとめ 
 労働因子と食生活の関連性として新しい知見が得られた。社会経済的因子の質問方法につい
ては検討段階であるものの、得られた知見を踏まえて質問票を改良していくことで、より多様な
働き方に対して対応した食生活状況の把握とそれを踏まえた健康教育が可能になると考える。
また、新型コロナウイルス感染症流行下での食生活の変化について報告がある(②)。本研究でも
部分的にその影響が示唆される回答が認められた。さらに、働き方の変化についての報告もあり
(③)、今後も改めて働く人の食生活について検討を重ねていく必要があると考えられる。 
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